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議案第２９号
教育委員会に係る議会の議決を経るべき事件の意見の
提出について

議案第３０号 令和５年度教育委員会点検・評価報告書について



議案第３０号 
令和６年度教育委員会点検・評価報告書について 

令和６年度教育委員会点検・評価報告書について，次のように決定する。 
令和６年８月１９日提出 
 

宇都宮市教育委員会    
 教育長 小堀 茂雄   

 
別紙のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（提案の理由） 

令和５年度における本市教育委員会が実施した事務の管理及び執行状況につ

いて，学識経験者等の知見を活用しながら点検・評価を実施したことから，そ

の内容等について審議するもの 
参照 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条 
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令和６年度宇都宮市教育委員会点検・評価報告書の概要 

 

１ 目的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づき，効果的な教育行政

の推進に資するとともに，市民への説明責任を果たしていくため，宇都宮市教育委

員会が実施する教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価をし，その

結果について議会へ報告するとともに，公表するもの 

 
２ 「令和６年度宇都宮市教育委員会点検・評価報告書」の概要（詳細は別添のとおり） 

⑴ 評価対象 

令和５年度実施の教育行政全般 

 

⑵ 評価方法 

ア 自己評価 

・ 各主管課及び教育委員会による総合的な評価の実施 

・ 次年度への課題，今後の方向性の明示 

イ 外部評価（自己評価に対する評価委員からの意見の聴取） 

 

 

 

    

・ 教育委員会評価委員会議における意見の聴取 

   ・ 評価票による意見の聴取 

 

⑶ 総合評価（詳細は別添Ｐ４８参照） 

   「教育委員会の活動」，「教育委員会施策の推進」，「広報・広聴活動」の全てに

おいて一定の成果を上げられたことから，令和５年度の取組は本市教育行政の推

進に資するものであったと評価する。 

 

⑷ 教育委員会評価委員からの主な所見 

・ 会議は適切に行われている。教育懇談会，自由討議は今後も積極的に実施し

ていってほしい。視察は理解を深める意味で重要なことから，今後は市の重点

施策を検証する視点で実施することを検討してもよいと考える 

・ 不登校対策や学校設備環境整備などは，これからも力をいれ，教育で選ばれ

るまち宇都宮を具現化していってほしい。 

・ 今後の施策の取組方針については，課題と取組の方向性の書き方が整理され

わかりやすくなった。今後は，ここに書かれた内容を着実に実施し，その実施

状況と成果を年度末に検証するというサイクル（ＰＤＣＡ）を確立することを

目指していただきたい。 

・ 広報・広聴活動について，特に「教育委員会だより第２５号」はとても見や

すく，重要な情報が満載され優れた冊子となっており，努力の成果が表れてい

る。今後も保護者や市民にわかりやすく教育活動等を紹介する冊子づくりをめ

ざしていっていただきたい。 

・ 報告書は，全体的に写真を多用してイメージが湧きやすくなり，記載の仕方

も改善されて質的充実が図られた。この路線を保持しつつ，教育委員会施策に

外部評価委員 

藤井 佐知子 委員（宇都宮大学名誉教授） 

谷内 直子  委員（古里中学校魅力ある学校づくり地域協議会コーディネーター）  

議案第３０号 
別 紙 
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ついては，何がいま本市で課題となっており，それにどのように取り組んでい

るかを市民が読んでわかるような記述がなされることを期待する。 

 

３ 今後のスケジュール 

令和６年８月２３日   点検・評価報告書の議会提出 

市議会との意見交換会 

令和６年８月２８日   ホームページで公表 
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